
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大村市男女共同参画推進センターだより 

みなさんは避難所生活について想像したことがありますか？ 

阪神淡路大震災や東日本大震災など過去の災害時では、避難所での男女別の更衣室や施

錠式トイレや授乳室が無かったり、異性の目線が気になる物干し場など、女性への配慮が

不十分だったそうです。 

これらの問題点を解消するためには、男女のニーズの違いや男女双方のへの配慮など、

男女共同参画の視点を取り入れた防災体制つくりが必要です。 

大村市では、平成 25 年度に防災会議委員に 5 名の女性が加わり防災対策の更なる向上

を目指しています。もしもの時のために、「女性の声も活かした災害に強いまちづくり」

を色々な機会で発信していきましょう。 

 

内閣府のホームページでは、災害時に備えた防災・復興の取り組みについて、チェック

シートなどの分かりやすい情報が掲載されています。ぜひ参考にして下さい。 

 

内閣府男女共同参画局のホームページは こちら→ http://www.gender.go.jp/ 

大村市のホームページでも、災害時の情報について発信しています。 

また、FM おおむらと「災害時における緊急放送に関する協定」を締結し、大村エリア

で災害の発生が予想される場合は、通常の放送から緊急放送へと切り替え、防災、災害、

災害後に関する情報を FM おおむらと連携して放送を行います。  

大村市のホームページは こちら→ http://www.city.omura.nagasaki.jp/ 

FM おおむらのラジオ周波数は こちら→ 76.3 メガヘルツ 

①ホーム → ②災害対応（画面下部）→ ③男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針 

http://www.gender.go.jp/
http://www.city.omura.nagasaki.jp/


 

 東日本大震災後、自らが代表を務めるファザーリング・ジャ

パンの会員パパたちを対象にしたアンケート結果から見えて

きた「わが家の危機管理」。 

家族と自分が安全に幸せに暮らすためには、どうすればいい

のか。ケガや病気など身近なトラブルから、不意の事故や災害

まで。「危機管理」意識に対するきっかけやヒントにして欲し

い、という作者の願いがこもった一冊です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〒856-0825  

大村市西三城町 8 番地 総合福祉センター３階 

TEL：0957-54-8715 Fax：0957-54-8700 

Ｅﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.lg.jp 

 

《 連絡先・問合せ先 》 大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」 

利用時間 9:00～22:00 

問合時間 8:30～17:30 

（年末年始は休館） 

・電話相談  
・面接相談(できれば事前にお電話を。) 
・月曜～金曜  午前 9時～午後 5時 
※ 電話番号は下記のとおり 

無  料 

秘密厳守 

 

●対 象 者  市内在住、在勤、在学の方 

●定    員   20 名 

●申込方法  電話・メールのいずれかで下記まで 

お申し込みください 

●申込〆切  10 月 15 日（火） 

●受 講 料  無料 

●託    児  あり（1 歳から未就学児まで ※要予約） 

みなさんの 
ご参加をお待ち
しています♪ 

コーチングとは、会話により相手の

能力や可能性を引き出しながら、相

手が自主的に行動できるようにサ

ポートするコミュニケーション能

力です。 

 コーチングを学んで、家庭や職場

で円滑なコミュニケーションを楽

しみませんか？ 

 

「家族の笑顔を守ろう！ 

パパの危機管理ハンドブック」 

安藤 哲也 （ホーム社） 


